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総務部防災安全課 平成22年8月6日

平成22年度越前市水害対策総合訓練実施要綱

1 目 的
結成された各町内の自主防災組織、自治振興会の防災部会等を中心とした
地域防災対策の強化を目指し、購入された資機材の活用訓練を図る中で、水
害等の災害に的確に対応できるよう、関係者の参加のもとに南越消防組合や
協定団体等の協力連携により、災害対応訓練を実施する。

2 日 時
平成2 2 年8月 2 9 日 (日)午前8 時 ~ 1 1時頃

* ただし、大雨･洪水 ･暴風警報発令時は中止

3 場所
武生東運動公園ソフトボール場、福井県丹南地域防災基地

4 参加人数 地域住民44名×17地区、協力団体、市職員を含め、約1,000名



5 参加機関及び団体(予定を含む)

越前市自治連合会、地区自治振興会、自主防災組織、南越消防組合、南越
清掃組合、越前市消防団、越前市自警消防隊連合会、越前警察署、福井県
丹南土木事務所、福井県砂防海岸課、福井高専、仁愛大学、日本水道協会
福井県支部、(社)武生医師会、日赤越前市地区、越前市赤十字奉仕団、越前
エネライン㈱、越前管工事業協同組合、莞雜鴎露旁纈3握姦嚢社、西日本電信電
話㈱福井支店、北陸コカコーラ㈱、福井県エルピーガス協会武生･今立支部、
NP O法人たんなん夢レディオ、越前市災害ボランティアセンター連絡会、福井
県防災士会、南越地区消防設備協会、(社)日本自動車連盟(JA F)福井支部、
(財)北陸竃気保安協会

6 訓練の基本方針
･ 基本は参画型(自助･共助)訓練とし、資機材の活用など実地訓練を行う。
･ 市災害対策本部を会場本部テントに設置する。
･ 災害協定締結団体の協力による訓練を行なう。
･ 女性の参加しやすい訓練を盛りこむ。
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7 主な訓練メニュー
①土のうつくり
②積土のう訓練
′⑧簡易水防工法訓練
④資機材活用訓練
⑤自動車水害対策訓練

8 訓練に伴うサイレン吹鳴

土のう作成、各自治振興会テント前に運搬
積土のう工法を実施
脚立、シートとポリタンクを使用した簡易工法を実施
発電機、投光器等を使用した停電時対策訓練
エンジン停止車両の移動訓練(実演)
冠水道路走行時の留意点(講習)
水没車両からの脱出訓練(実演) ほか

市では、本格的な台風の時期を迎えるにあたり、住民の皆様に災害時におけ
る情報伝達の重要性を再認識していただくため、防災訓練にあわせて、市内
全域で一斉に非常用サイレン、屋外拡声子局、簡易型子局、戸別受信機によ
るサイレン吹鳴を行います。

0 サイレンの吹鳴(以下の2種類)
1 避難準備情報用サイレン(4 0秒間×3回)
2 避難勧告用サイレン(2 0秒間×6回)

午前7時5 5分から
午前8時15分から
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訓練会場レイアウト
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